
 
 
  
 
  
 

 

えんちょう先生の 

わくわくだより 
ＮＯ,３  Ｈ２９．４．２６ 

春の自然はこども達の 

遊びの宝庫だね！ 

平成３０年から施行される新保育指針に伴ない、変わっていくこども園保育．教育要領には、

乳幼児期の遊びの大切さが強く打ち出されてきます。今迄も勿論そうでしたが、こども達の体

や心の発達を危惧する現代、もう一度、こどもの遊びの捉え方を私達大人が見直し、確認する

時代にも来ているのだと思います。先日、年長組のＫ君とテントウムシ捜しをした時の事です。

捕まえたテントウムシを一匹、虫篭に入れていたＫ君だったので、「このテントウムシどこにい

たのかな？」Ｋ「あっちだよ 畑のそばの草の中」保「じゃあいってみよう まだこのテント

ウムシの友達がいるかもしれないね」そんな話をしながら、先に見つけたと言う草むらへ一緒

に向かいました。歩きながらＫ「いないねえ～」保「じゃあ、じっくり落ち着いて座って捜し

てみようか？」・・と、保「あ！これ何？」。とっさに手を出し、つかもうとしたＫ君、ころり

と落ちて草むらに紛れてしまったテントウムシを指先で丁寧に探します。ニコニコしながら、

やっと見つけたテントウムシを虫篭に入れ、「先生、黄色いテントウムシもいるよ。黄色いのは

葉っぱのカビを食べてくれるんだよ」保「そうか、先生はナナホシテントウだけがいいテント

ウムシかと思っとったよ」・・ついでに取ったタンポポの白い綿毛を見せるＫ君に「たんぽぽの

おばあちゃんかね？遠くまで飛んでいって又、たんぽぽが咲くね」に、にっこり。中から、一

本の綿毛を抜いて、「種が落ちないようにしっかりついてる」・・とみせてくれました。５匹の

テントウムシを捜して満足気なＫ君。「水分がないと死んじゃうで、草を濡らして入れてやろう

か」と声を掛けると、握り締めた草を水道で濡らしに走ったＫ君でした。・・・こどもって、何

をやる時も、いろんな事を考え、こんな遊びのひと時が、大事な学びの時間なんだなあと思っ

たものです。こどもが遊びを通して育てるものは、運動能力や、丈夫な体だけではありません。

「見たり、聞いたり、触ったり、味わったり、臭いを嗅いでみたり・・」こうした五感を育て

る事が、やがては、やる気．集中力．社交性．協調性．や工夫する力、など生きていく為の基

礎力になっていくのです。こうした身体力は、急に付くものではなく、こどもの頃の様々な体

験や、自由な遊びの時間の中で培われていくものですね。「こどものやる事には訳がある」・・

を大事に、「いっぱい遊んでおいで」と散歩に出掛けるこども達を送り出す毎日です。春の野原

は、つくしにたんぽぽ、ヨモギやすずめのやりなど、様々な草花と動きまわる虫、こども達に

は楽しい遊びの宝庫です。 

絵本は、こどもの心を育てます。 

今年度は、絵本の貸出日をちょっと変えてみました。「返って、土日の方が読んでやれない」との

声もありましたし、仕事をされているお父さんやお母さんには、少し長い期間があったほうがいいので

は・・との思いからです。絵本は、こども達を見た事もない国に連れて行ってくれたり、ファンタジィー

の世界へも誘ってくれたりします。こどもの頃、お父さんやお母さんに読んで貰った絵本は、ずーと こ

どもの心に残り、成長の糧となりますね。乳幼児期には、テレビやゲームでなく絵本を！ 


